
2026年度 第 31回 留学生教育学会 年次大会（JAISE Annual Conference 2026）発表プログラム 

【口頭発表・1日目】 8月 28日(金) 

8月

28日

(金) 

第 1 会場（23 番

室）司会：上田修三 

第 2 会場（24 番

室）【キャリア形

成】司会：竹内上

人 

第 3会場（25番室） 

【日本国外】 

司会：小出雅生 

第 4 会場（26 番

室 ） 【 教員留学

生】司会：半原芳

子 

第 5 会場（33 番

室）【実践】 

司会：楊殿閣 

第 6 会場（34 番

室）【留学生教育】 

司会：岡葉子 

オンライン会場(35

番室)【AI と留学生

教育】司会：森下明

子 

オンライン会場(36

番室 )【留学生教

育】司会：渡部留美 

16:40

～

17:10 

 24-1 日本企業の

人 事 評 価 指 標 と

EQ 能力との整合

性分析 

 

竹内上人・マッケン

キャリアコンサルタ

ンツ株式会社 

25-1 移民背景をも

つ子どものウェルビー

イングを支える学校の

受け入れ体制―イタ

リア・トレンティーノに

おける 

accoglienza・

intercultura・包摂

的支援の再検討 

中村理香・東京外国

語大学博士後期課程 

26-1 「満洲国」

教員の日本留学 

 

祝利・北九州市立

大学 

33-1 G30 学士課

程英語コース留学

生の入学時点にお

ける職業的・地理的

志向 ―初期キャリ

ア志向の形成背景

と曖昧さに着目して

― 

白石彩・東京大学

大学院教育学研究

科 

34-1 中国人留学

生 は ど う 「 聞 き 返

す」のか―日本語

学習者コーパス分

析― 

 

中山周作・常葉大

学、橋本 凜・元大阪

経済法科大学 

35-1 生成 AI との

対 話 に お け る 「 距

離」の構築 ―オート

エスノグラフィーと利

用実態比較による

分析― 

 

岩﨑千恵・長崎外

国語大学 

36-1 学生による学

生支援の教育的効

果に関する予備的

調査：豪日交流基

金プロジェクトにお

けるケーススタディ 

 

寺田亜衣・シドニー

大学、渡部留美・東

北大学 

17:15

～ 

17:45 

23-2 ｢未来を創造

する若者の留学促

進イニシアティブ＜

J-MIRAI＞｣外国人

留学生の受け入れ

と留学生の卒業後

の活躍のための環

境整備の実現に向

けて－留学生支援

の実務経験から 

上田修三・大阪企

業人権協議会＆和

歌山コンピューター

ビジネス専門学校 

24-2 元留学生の

翻訳者としてのキャ

リア形成における

影響要因の分析 

 

単凱・東京科学大

学、佐藤礼子・東京

科学大学 

25-2 香港における

留学生を取り巻く状

況と日本の留学生 

 

小出雅生・香港中文

大學 

26-2 教員研修留

学生の専門職とし

ての教師の力量形

成プロセス ―マレ

ーシア人教師の長

期 実 践 記録 の 分

析から 

 

半原芳子・福井大

学連合教職大学

院 

33-2 持続可能な

社会を考える日本

事情教育 ―「衣」を

テーマとした日本事

情授業の実践から 

 

周亜芸・東邦音楽

大学 

34-2 多様化・個人

化する留学生の学

習動機とその変容

―正規学部留学生

を対象にした予備

的質的調査 

 

岡葉子・帝京大学、

大森哲至・帝京大

学 

35-2 日本語学習

における AI 支援の

可能性 ―機械支援

同時通訳に対する

現場認識の調査か

ら 

 

孔維岳・広島大学 

36-2 短期交換留

学生を対象とした初

級日本語プログラ

ムの再検討―入門・

初級コース履修者

への留学に関する

意識調査から 

近藤裕美子・国際

教養大学、平田友

香・国際教養大学、

町田絵美 ・国際教

養大学 



【口頭発表・2日目】8月 29日(土) 

8月

29日

(土) 

第 1 会場（23 番

室）【共修】 

司会：中野 遼子 

第 2 会場（24 番

室）【日本語学校】 

司会：中島佳那子 

第 3 会場（25 番

室）【留学生受入】 

司会：髙橋彩 

第 4 会場（26 番

室）【就職】司会：市

村佳子 

第 5 会場（33 番

室）【共生】司会：

小嶋緑 

第 6 会場（34 番

室）【日本語教育】 

司会：市島佑起子 

オンライン会場(35

番室 )【留学生教

育 】 司 会 ： He 

Yuwen 

オンライン会場(36

番室 )【留学生教

育】司会： グリブ 

13: 30 

～

14:00 

23-3 国際学生寮

における共同生活

経験の多様性に関

する研究 ―多文化

間共修の経験の違

いに着目して― 

 

越智嘉代子・関西

外国語大学 

24-3 留学生受入

れにおける語学教

育機関と大学との

連携の課題―韓国

の大学附設語学堂

の事例から― 

 

二子石優・東北大

学、塚田亜弥子・香

川大学 

25-3 日本の大学

における留学志願

者の FCE（外国学

歴・資格評価） の

課題と挑戦 

 

堀田泰司・大学改

革支援・学位授与

機構 

 

26-3 職歴を有する

大学院留学生のキャ

リア移行期における

内面プロセスの動態 

―長期インターンシ

ップと就職をまたぐ

質的分析― 

 

白取春菜・法政大学

大学院キャリアデザ

イン学研究科(修了) 

33-3 G⇒L を超え

て ―現代日本にお

ける社会的機能の

共進モデル― 

 

矢澤健太郎・学校

法人秋葉学園 千

葉情報経理専門学

校 

34-3 L1 

Transfer and the 

Acquisition of 

Japanese Te-

form Auxiliary 

Constructions: 

Evidence from 

Korean, Chinese, 

and Russian-

speaking 

Learners 

Vasilev Todor・神

戸大学大学院 

35-3 「感じる日本

語」が育む学習者

のウェルビーイング    

―台湾の高校生と

日米ルーツの大学

生との対話実践― 

 

東平福美・鳥取大

学、謝京子・台北市

私立金甌女子高等

学校、出野由紀子・

ヤマザキ動物看護

大学 

36-3 第二回接触

場面の三者会話に

おける日中バイリン

ガル話者の関与 ―

中国人留学生と日

本人学生の相互理

解を支える働きに着

目して― 

 

孫浩淞・東京外国

語大学大学院 

14:05

～

14:35 

23-4 英語と日本

語の両言語での国

際共修授業の実践 

‐全国の大学での

取り組みと実践上

の課題‐ 

 

髙松美能・東北大

学 

24-4 2026 年・日

本語学校の留学生

の抱える問題とウェ

ルビーイング 

 

横田葉子・永興日

本 語 学 園 東 松 山

校、唐旻・永興日本

語学園東松山校 

25-4 教員の受入

れ判断基準から考

える留学生のウェ

ルビーイング：変わ

るべきは私たち？ 

 

稲森岳央・岡山大

学 

 33-4 中国人元留

学生の定住過程に

おける適応とウェル

ビーイング―日本の

高等教育経験に着

目して― 

 

劉逸・東京大学教

育学研究科 

34-4 日本語学習

者の語り にみる動

機づけの再構成 

 

音成佐矢子・関西

大学大学院、山本

晃彦・流通科学大

学  

35-5 地方専門学

校における留学生

の就職定着要因の

分析 ― 卒業生アン

ケートおよび教職員

評価に基づく実証

的検討 ― 

 

谷口直也・学校法

人 MAYA 学園 島

根 IT デザインカレッ

ジ  

 

36-4 私費外国人

留学生のキャリア形

成に関する統合的

研究 ―在籍管理・

経済行動・就職活

動の分断構造に着

目して― 

 

京祥太郎・至誠館

大学、山口顕秀、至

誠館大学 



14:40～

15:10 

23-5 学士初年次

留学生の協働的学

習環境における教

師の役割 

 

案野香子・静岡大

学 

24-5 日本語学校

はいかに留学生の

大学進学を支える

のか ―進学指導担

当者へのインタビュ

ー調査をもとに― 

 

中島佳那子・東北

大学 

25-5 大学の国際

化政策と学科専門

性のミスマッチ―社

会福祉学科におけ

る中国人留学生受

け入れの構造的問

題― 

 

張津瑞・千葉大学

大学院  

26-5 留学生向け

インターンシップの

教育的効果―学年

による違いに着目し

て― 

 

渡部裕子・嘉悦大

学 

33-5 大学の国際

化推進に向けたフ

ードメニュー開発プ

ロジェクト ―協働パ

ートナーの意識変容

に関する考察 

 

楊殿閣・東北大学、

湊洵菜・東北大学、

猿田静木・東北大

学 

34-5 留学生支援

活動に関わる学生

スタッフの役割認識 

―2 大学におけるア

ンケート調査の自由

記述から― 

 

市島佑起子・鹿児

島大学、渡部留美・

東北大学、小島奈々

恵・東北大学 

  

15:15～ 

15:45 

23-6 宮城県被災

地フィールドワーク

を通じた減災教育

の実践報告  ―関

西・信州・東北をつ

なぐ国際共修型研

修の試み― 

 

中野遼子・大阪公

立大学、仙石祐・信

州大学 

 25-6 大学における

留学生受入れはど

う受け止められてき

たか：20 世紀後半

の政策潮流と私立

大学にとっての意味 

 

髙橋彩・北海道大

学 

 

26-6 日本で働くこ

とを日本語で考え

る：CLIL の視点を

取り入れた上級日

本語クラスの実践

報告 

 

市村佳子・テンプル

大学ジャパンキャン

パス 

33-6 STEM 分野

の博士後期課程で

学ぶ女子留学生の

困難 

 

小嶋緑・東北大学、

渡部留美・東北大

学  

 

   

 

 

 

 



【ポスター発表】 

在籍時間 
8月 28日(金) 14:30～17:40  

ポスター発表会場（3階 312番室） 

8/28 

16:20-17:40 

Poster 1 地域日本語教室から見る大学における留学生及びその家族への日本語学習支援の課題 

矢島清香・名古屋大学、小林浩明・北九州市立大学、清水順子・北九州市立大学 

8/28 

16:20-17:40 

Poster 2 AI は日本語教育現場でどのように受け止められているか ─大学で日本語教育に携わる教師の認識と活用実態─ 

松見学志・広島大学、徐婕・広島大学、松見法男・広島大学 

8/28 

16:20-17:40 

Poster 3 国際共修は留学生の異文化間能力の形成に寄与するか ―上級日本語読解クラスにおける実践を通して― 

末吉朋美・関西学院大学 

8/28 

16:20-17:40 

Poster 4 日本語教育における異文化間教育の現状と課題―エジプト国立アインシャムス大学を例として― 

Marina Bahaa Habib・東京外国語大学＆Ain Shams University 

8/28 

16:20-17:40 

Poster 5 留学生異文化適応とチューターの役割 ―新渡日中国人留学生のケーススタディ― 

SONG JIAXIN・三重大学地域イノベーション学研究科 ZHOU SHICHAO・三重大学 

 

在籍時間 8月 29日(土) 12:00～16:00  

ポスター発表会場（3階 312番室） 

8/29 

13:00-14:30 

Poster 6 中国語を母語とする日本語学習者の発話における誤用の変容  ―留学期間の経過にともなう中間言語発達の観点から― 

安田眞由美・同志社大学、中原郷子・志學館大学 

8/29 

13:00-14:30 

Poster 7 「自分の言葉で語ること」は留学生のウェルビーイングをどう支えるか ―日本語授業における自己表現・主体性・他者とのつながりに注目して ― 

岡田久美・南山大学、近藤純子・南山大学 

8/29 

13:00-14:30 

Poster 8 異文化間能力の基礎体力としての観察力：多文化共修における 3 層同時観察モデルの提案 

恩村由香子・東京国際大学 

8/29 

13:00-14:30 

Poster 9 留学生向けメール文作成支援システムの再構築 ―「花便り」「さくらだより」の改善と「かもめだより」の開発に向けて― 

金蘭美・横浜国立大学、金庭久美子・目白大学、橋本直幸・福岡女子大学 

8/29 

13:00-14:30 

Poster 10 日本酒・酒文化をテーマにした日本語または国際共修クラスのデザイン 

古田梨乃・新潟大学 

8/29 

13:00-14:30 

Poster 11 外国人向け文楽鑑賞教室に参加した留学生の反応―鑑賞後アンケート調査をもとに― 

江澤実紀・東京外国語大学大学院 



在籍時間 8月 29日(土) 12:00～16:00  

ポスター発表会場（3階 313番室） 

8/29 

14:30-16:00 

Poster 12 日本語学習者の学術的文章読解における情報回避とその関連要因 

徐婕・広島大学、柳本大地・学習院大学 

8/29 

14:30-16:00 

Poster 13 半構造化面接を用いた外国人留学生の心理的負担および支えに関する質的調査 

川﨑 翔太・神戸学院大学大学院心理学研究科 

8/29 

14:30-16:00 

Poster 14 日本語教育と異分野の専門家との協働を円滑に運営するための方策に関する一考察 

中川 健司・横浜国立大学 

8/29 

14:30-16:00 

Poster 15 日本語多読授業の成績評価に伴う学習者の葛藤と自己調整過程―学習者の記述と語りの分析から― 

長野真澄・岡山大学 

8/29 

14:30-16:00 

Poster 16 留学生は日本語講義の主題をどのように把握しているか ― マルチモーダル講義コーパスとノート分析から― 

毛利貴美・岡山大学 

8/29 

14:30-16:00 

Poster 17 外国人留学生の日本における就職・定着に関する研究動向と課題に関する一考察 

姜雅男・九州産業大学、永田浩一・九州産業大学、山下淳司・九州産業大学、滝内ひろ子・九州産業大学 

 

 


